
8広報おおいそ　令和元年　月

　
国
民
健
康
保
険
は
被
保
険
者
が
減

少
し
て
い
る
一
方
で
、
一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
増
加
し
て
お
り
、
保
険

税
収
入
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
必
要
な
給
付

費
か
ら
保
険
税
を
算
出
し
た
結
果
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
・
税
額
を

下
表
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
６
月
中
旬
に
送
付
す
る

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
！

　
口
座
振
替
の
お
手
続
き
は
、
引
き

落
と
し
を
希
望
す
る
金
融
機
関
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置
に
対
し
導

入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
家
庭
用

燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
機
器
を

使
用
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無

駄
な
く
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
節
電
や
二
酸
化
炭
素
の
排

出
削
減
に
も
役
立
ち
、
環
境
負
荷
の

低
減
に
貢
献
で
き
ま
す
。

問
・
申
　
環
境
課
（
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）
　
☎
（
72
）
４
４
３
８

▼
補
助
の
対
象

　
年
度
中
に
町
内
の
自
ら
居
住
す
る

住
宅
に
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

の
設
置
が
終
了
し
、
実
績
報
告
書
を

提
出
で
き
る
方

▼
申
請
手
続
き

　
工
事
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
補
助
金
申
請
書
に
、
見
積
書
や
シ

ス
テ
ム
の
仕
様
書
等
を
添
付
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

　
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
今
年
度
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
均
等
割
の
軽
減
率
が
見
直
さ
れ
、

均
等
割
額
の
９
割
軽
減
（
月
平
均
約

３
４
６
円
納
付
）
が
８
割
軽
減
（
月

平
均
約
６
９
３
円
納
付
）
に
変
更
さ

れ
ま
す
。

　
所
得
の
低
い
方
に
は
、
次
の
支
援

策
が
今
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。

・
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給

・
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
の
強
化

（
注
）
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
の
場
合
、
支
給
要
件
①
～
③
を
す

べ
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
65
歳
以
上
で
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
方
、
②
請
求
さ
れ
る
方

の
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
方
、
③
前
年
の

年
金
収
入
額
と
所
得
額
の
合
計
が

８
７
９
，
３
０
０
円
以
下
で
あ
る
方
。

　
な
お
、
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め

た
期
間
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

問後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　
　
　
　
町
民
課
　
☎
内
線
２
４
７

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
　
　
　
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
５

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

年
金
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
５
７
０
（
05
）
１
１
６
５

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽
減
を

拡
大
し
ま
し
た

　
一
世
帯
（
世
帯
主
を
含
む
）
の
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
下
表
の
基
準

以
下
の
場
合
に
該
当
し
ま
す
。

　
軽
減
は
前
年
所
得
に
応
じ
て
適
用

さ
れ
る
た
め
、
所
得
の
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
方
は
必
ず
所
得
の
申
告
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
４
７

こ
れ
ま
で
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
が
９
割
軽
減
と
な
っ
て
い

た
方
（
年
金
収
入
80
万
円
以
下
）
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
・
税
額
を
変
更
し
ま
し
た
「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
」
導
入
費
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
部
を
補
助
し
ま
す

～
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
な
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
！
～

※�被保険者数とは、世帯主、加入者、世帯内
で国民健康保険から後期高齢者医療制度に
移行し、継続して同一世帯に属する方をい
います。

基準となる金額 軽減割合

33万円 ７割
被保険者数
×28万円

＋33万円
５割

被保険者数
×51万円 ２割

補助対象設備 補助金額
HEMS機器【必須】

　住宅内のエネルギーの使用状況を常に把握すること
ができ、エネルギーの「見える化」と「制御」が可能
になります。

上限１万円

住宅用太陽光発電システム
　自然エネルギーを活用するため、環境負荷の低減に
つながり、発電した電力を自家消費することで電気代
の節約になります。また、余った電力は売電すること
ができます。

上限５万２千円
（１kw当たり
１万５千円）

家庭用燃料電池システム
　ガスに含まれる水素と空気中の酸素を化学反応させ
発電するため（燃料電池）、二酸化炭素や有害ガスが
発生しないクリーンなエネルギーで環境負荷の低減に
つながります。また、発電した電力を使用することで
電気代の節約に、発電時に発生する熱を利用し温水を
お風呂や給湯に利用することができます。

上限５万円

定置用リチウムイオン蓄電システム
　災害（停電）時に太陽光発電システム等で貯めた電
気を使うことができます。また、夜間電力により電気
を貯めておき、貯めた電気を昼間に使うことで、電気
代を節約することができます。

上限５万円

電気自動車充給電器
　自宅に充給電設備を置いて、自動車に乗らない夜間
に充電をしておくことができます。また、太陽光発電
などの自家発電を加えて利用すれば、ランニングコス
トが安く済みます。

上限５万円

国民健康
保険税の内訳

（１）医療費分 （２）後期高齢者支援金分（３）介護納付金分
改正後 改正内容 改正後 改正内容 改正後 改正内容

所得割 6.20% 0.1％増 2.80% 0.1％増 2.30% 0.1％増

均等割 24,500円 1,500円増 13,000円 500円増 12,000円 500円増

平等割 21,000円 変更なし - - - -

一世帯当たり
の限度額 61万円 ３万円増 19万円 変更なし 16万円 変更なし
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▼
耐
震
改
修
促
進
税
制
を
ご
存
知
で

す
か
？

　
住
宅
の
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

所
得
税
額
の
控
除
や
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
に
必
要
な
住
宅
耐
震
改
修

証
明
書
発
行
に
は
、
10
日
程
度
時
間

を
要
し
ま
す
。

補助（町から本人への補助金）

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
で
、
平
成
31
年

４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
に
入
学
し
た
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
は
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
者
及
び
扶
養
義
務
者
に
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
で
、
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
、
町
内
に
６
か
月
以

上
居
住
し
て
い
る
児
童
（
た
だ
し
、

生
活
保
護
受
給
者
や
施
設
入
所
者
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）
を
養
育
し

て
い
る
父
・
母
・
養
育
者
の
方

▼
助
成
金

　
児
童
１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
申
請
方
法

　
５
月
末
ま
で
に
、
申
請
書
と
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
者
の
預
金
口
座
番
号
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
振
込
用
の
「
店

名
・
預
金
種
目
・
口
座
番
号
」
が
必

要
で
す
）

・
高
等
学
校
入
学
の
場
合
は
、
在
学

を
証
明
で
き
る
も
の
（
学
生
証
等
）

・
印
鑑
（
認
印
）

・
そ
の
他
必
要
な
書
類
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課

　
☎
内
線
３
０
５

　
今
年
度
か
ら
木
造
住
宅
に
対
象
を

限
定
す
る
こ
と
で
、
耐
震
診
断
の
補

助
率
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

▼
対
象
住
宅

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
（
枠
組
壁
工
法
を

除
く
）
で
、
戸
建
の
専
用
住
宅
・
併

用
住
宅

▼
申
請
期
間

　
５
月
７
日（
火
）～
12
月
27
日（
金
）

※
事
前
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
年
度
内
に
完
了
す
る
な
ど
条
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼
耐
震
補
強
工
事
等
に
も
補
助
制
度

が
活
用
で
き
ま
す

　
耐
震
診
断
の
評
価
値
が
１
．
０
に

満
た
な
か
っ
た
場
合
は
、
設
計
や
工

事
監
理
・
耐
震
補
強
工
事
で
も
補
助

制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

補
助
額
は
、
掛
か
っ
た
経
費
（
税

抜
）
の
２
分
の
１
で
上
限
額
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

▼
受
領
委
任
払
い

　
申
請
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
業
者

（
建
築
士
や
工
務
店
）
に
直
接
補
助

金
を
支
払
う
仕
組
み
で
す
。
申
請
者

自
身
の
負
担
分
だ
け
を
支
払
う
こ
と

で
耐
震
診
断
等
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
２

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
５

①
対
策
は
田
植
え
の
時
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
　

　
田
ん
ぼ
の
お
米
を
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
か
ら
守
る
た
め
に
、
電
気
柵
を
設

置
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
効
果
的
な
対
策
に
す
る
に
は
、
柵

の
位
置
を
考
慮
し
て
田
植
え
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
柵
の
近
く
ま
で
苗
を
植
え
て
し
ま

う
と
、
お
米
が
実
っ
た
時
に
柵
の
外

に
稲
穂
が
出
て
し
ま
い
イ
ノ
シ
シ
が

柵
の
外
の
お
米
を
食
べ
に
来
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。

②
間
違
え
る
と
効
果
半
減
の
電
気
柵

　
お
い
し
い
お
米
を
食
べ
た
経
験
を

し
た
イ
ノ
シ
シ
は
、「
こ
こ
は
良
い

エ
サ
場
だ
」
と
覚
え
て
、
同
じ
場
所

に
何
度
も
来
続
け
ま
す
。

　
こ
う
な
る
と
イ
ノ
シ
シ
は
、
お
米

に
夢
中
に
な
っ
て
電
気
柵
を
気
に
せ

ず
田
ん
ぼ
に
近
づ
い
て
き
て
、
電
気

が
感
電
す
る
鼻
の
部
分
に
電
線
が
あ

た
ら
ず
に
、
柵
を
突
破
し
て
侵
入
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
イ
ノ

シ
シ
は
鼻
以
外
に
電
気
柵
が
あ
た
っ

て
も
感
電
し
ま
せ
ん
）。

③
稲
刈
り
後
の
田
ん
ぼ
も
要
注
意

　
稲
刈
り
後
の
切
り
株
か
ら
も
う

一
度
稲
穂
が
出
て
く
る
ヒ
コ
バ
エ

や
、
冬
場
の
田
ん
ぼ
に
生
え
る
青
草

は
、
イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て
エ
サ
の
少

な
い
時
期
に
生
き
残
る
た
め
の
エ
サ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
食
べ
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ
は
よ
り
い
っ
そ

う
そ
の
田
ん
ぼ
を
「
エ
サ
場
」
と
認

識
し
、
近
く
に
住
み
つ
く
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
、
被
害
を
防
ぐ
の
が

難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

④
守
れ
る
田
ん
ぼ
づ
く
り

　
稲
と
柵
の
間
に
、
最
低
限
、
人
が

一
人
歩
け
る
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
る
の

が
有
効
で
す
。
ま
た
、
柵
は
稲
刈
り

の
後
も
設
置
が
必
要
で
す
。
こ
う
し

て
「
こ
こ
で
は
エ
サ
が
食
べ
ら
れ
な

い
」
と
イ
ノ
シ
シ
に
覚
え
さ
せ
れ
ば

田
ん
ぼ
に
寄
り
つ
か
な
く
な
り
、
被

害
の
減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
２

ひ
と
り
親
家
庭
等
に

　
　
　
　
　
助
成
金
支
給

あ
な
た
と
家
族
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

�

住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

田
ん
ぼ
の
イ
ノ
シ
シ
対
策 

編

延床面積により耐震
診断費用が異なります。

150㎡以下 90,000円＋消費税
150㎡超 100,000円＋消費税
200㎡以上 要相談

耐震診断に関する補助額
一般 70,000円
緊急輸送道路沿線 80,000円
非課税世帯 85,000円

耐震改修に関する補助額
（経費の２分の１で上限額は表のとおり）

耐震補強設計 100,000円
工事監理 50,000円
耐震補強工事 500,000円

耐震診断費用

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
を
増
や
さ
な
い
・
寄
せ
な
い
地
域
づ
く
り

こんな風に、柵の外に
稲穂が出てしまっていては×

冬の水田で青草を
食べるイノシシ


